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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　The Cretaceous System of the Sakawa Area composed of the Kaisekiyama (Kurohara),
Yotsushiro, Bunjo (new name) and Miyanohara Formations｡
　The Kaisekiyama Formation is characterized by the bivalve fossils which were common
with the species of the Lower Aptian Hibihara Formation in the Monobe Area. The Yotsushiro
Formation is characterized by the Aptio-Albian bivalves and ammonites.Ｉｎｏｃｅｒａｍus ａ７１かicｕｓ
Woods occurs from the upper part of the Formation. The Yotsushiro Formation is undoubt-
edly correlated with the upper part of the Hibihara Formation in the Monobe Area. The
Miyanohara Formation is divided into the lower and upper members. The Upper Member
is determinable to the upper Lower Cenomanian in age, judging from the occurrence of
"acanthotrigonians”and ammonites. The Lower Member　is　probably assigned　to　the
Uppermost Albian t０lower Lower Cenomanian。
　The Bunjo Formation, newly be established by us, is divided into the Lower and Upper
Members. The Lower is characterized by the occurrence of numerous bivalve fossils
which were nearly identical with the species from the Hagino Formation in the Monobe
Area. The geological age of　the member is probably assigned to the Lower Aptian. The
age of the Upper is not clear, because of no fossil is obtained.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．は　じ　め　に
　筆者らは，高知県高岡郡佐川町・越知町付近に分布する白亜系から採集された多量の貝化石標本
を検討した結果，従来の知識と異なる見解を得たので，ここに報告する．
　今回，検討した標本の大部分は，土井正一氏（現，四国鉱発R.K.・生産課長）が高知大学在学
中に採集した約700点に達する標本と，その後筆者らの採集した約100点を加えたものである．
　また，比較のために使用した標本は，高知県の領石・物部地域i;2)ならびに四万十帯3’のもの
や，九州の御所浦・御船の両層群（熊本大学教育学部・高知大学理学部所蔵）及び徳島県勝浦地域
のものなどである．
　本論に入るに先だち，本地域のアンモナイト化石について予察的に御鑑定頂きさらに貴重な御助
言を頂いた九州大学名誉教授松本達郎博士，ならびに田代は熊本大学教育学部所蔵の標本を同大学
教授田村実博士から心よく検討させて頂く機会を得たので，これらの方々に厚く御礼申し上げま
す．
　また，新しく追加した標本の採集に協力頂いた当教室の松田智子さん及び伊藤正史君に感謝致し
ます．さらに，本地域白亜系の泥岩中の石灰質ナンノ化石について検討をお願いした当教室の岡村
＊　高知大学理学部地質学教室
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真講師ならびに同研究室の山内守明君及び宇都秀幸君に謝意を表します．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ．本地城の白亜系
　佐川・越知地域の白亜系は，20万分之１高知県地質鉱産図（第１図の付図参照）及び同説明
書4)5)　によれば，越知町付近には黒原層・四ッ白層・宮ノ原層，佐川町加茂の北方には介石山層・
柚ノ木層相当層，また宮ノ原南側には領石層相当層などか分布している．
　以下本文中の地層名は，高知県地質鉱産図及び同説明書（申藤ら, 1960・1961)に従って記述
し，最後のIVにおいて本文でとりあげたそれぞれの地層より得られた化石から時代の再検討論を
述べた後に，文城層という新地層名を提唱するとともに，筆者らによる佐川・越知地域の白亜系に
ついての新見解を第１図に示した．なお，本論文中に記述した化石産地は同図に示す．
　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ．産出化石と地層
　１．加茂地域
　佐川町加茂北方地域でほぽ東西方向に分布する白亜系は，国鉄土讃線の土佐加茂駅北方200 m付
近では，ほぽ東西に走る断層で南側のジュラ系鳥巣層群と接している．
　これらの白亜系は，下位（南）から上位（北）にむかって，介石山層・柚ノ木層相当層・黒原層
相当層の順で分布している．各地層からの産出化石は，下記の通りである．
Ａ．介石山層分布域
　loc. 6　加茂宇治谷（中～粗粒砂岩）
　　　　　　Plerotri即nia (Pterotrigonia^bocillifoｒmiｓ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　　　　　　Ａｒｎｂｈｉｄｏｎtｅ　Sp. aff.Ａ. sｕbhaｒio£ｏｉｄｅ%(Yabe and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　Ｆｏｒtｌａｎｄｉａ Ｓｐ.、cf. p.ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　＾ｒibhｙla sp. cf.Ｅ. 　ｍｉｎｉｍａHay AMI
　　　　　　Ａstａｒtｅ ｓｏ. ｃ?. ｓttbｓｅれｅｃtａΥＡＢＥ･and NAGAO
　　　　　　ＬａＣＴｊｔｃａｒdii£ｍ ｓｐ.
　　　　　　Ｃａｅｓtｏｃｏｒhｕｌａ ｍｉｎｉｍａHayami
　loc. 18　同　上
　　　　　　Ｎｕcitia（Ｐｅｃtinｕｃｖｄａ) sp.　　　　　　　　　/
　　　　　　Ｎｕｃｕlo♪ｓis（Ｐａｌａｅｏｎｕｃｕla）ｕｈｉｄｏｅれsis（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　Ａｍｐｈｉｄｏｎｉｅ sp.
　　　　　　ＰｏＴｉｌａｎｄｉａsp. cf.Ｐ . ｓａｎｃｈｗｅｎｓiｓ（ＹＡＢＥ and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　Ｅｒｔ(＞h-y£ａ ｓｐ.cf.Ｅ.　ｍｉｎｉｍａHayami
　loc. 17　同　上(loc. 6より400 m西方）（泥岩う
　　　　　　植物化石
　loc. 16　黒瀬（砂岩）
　　　　　　Ｎｍｃｗ£ｏμsis（Ｐ al ａｅｏｍｉｃｕlａ）tshtｄｏｅれsiｓ(Yabe and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　Ｐｏｒｉｌａｎｄｉａ ｓｐ. cf. P、ｓａｎｃｈｕｅｎｓiｓ（ＹＡＢＩＥ and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　Glｙｃｙｍｅｒi％　ｓｐ.
111
　　　　　　　　Ｐtｅｒｏtｒiｓｏｎｉａ（Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ）bocilli･foｒmils（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）　　　　　　　　／
　　　　　　　　Ｇｏｓhoｒａｉａ（？)sp.
　　　　　　　　Ｃａｅｉｏtｃｏｒbｕla　ｍｉｎｉｍａHayami
　　　loc. A　沢入
　　　　　　　　Ａｓtａｒtｅ sｕhｓｅｎｅｃtａΥABE and NAGAO
　　　　　　　　Ｌｉａｅｖｉｃａｒdiｕｍ（？）tshtｄｏｅｎsis（ＹＡＢＥand ＮＡＧＡＯ）
　これらの二枚員化石の中で, loc. AのＬ,ａｅｔｉｉｃａＴｄｉｕｍ（?）ishtｄｏｅｎｓiｓは，関東山地山中の石堂層
　(Lower Barremian)や，九州山地の八代層(Lower Albian)に知られる丿またＡｓtａｒtｅ sｕbｓｅ-
ｎｅｃtａは，石堂層や紀州の有田川層・高知の物部層(Lower Barremian)及び千葉の銚子層(Lower
Aptian )などに知られる7I1)8J
　また, Iocs. 6・16・18の標本は保存が悪いが，属や種の組合せから考えると，物部・領石地域
の下部白亜系の物部層産二枚貝ファウナよりも，その上位の日比原層下部層(Lower Aptian) や
銚子層群のファウナに近い1)8)
　介石山層は，従来，領石層に相当する浅海性の地層と解釈され，また下位のジュラ系の鳥巣層群
とは整合関係と推定されていたが，これらの貝化石の示す時代はBarremianからLower Aptian
の範囲にあたると思われ，中でも日比原層下部層に似たLower Aptian の可能性か強い．
　また本地域の鳥巣層群は，甲藤ら9’によると逆転しており，介石山層との関係は断層である．
　以上の事実より，介石山層を領石層相当層と考えるのは無理である.また，含化石砂岩の岩相は
物部層の暗灰色含化石砂岩よりも日比原層下部層の含化石灰色砂岩層に似ている．
　　Ｂ．柚ノ木層相当層分布域
　　　loc. 14　ニツ野南方500 m （暗灰色泥岩）
　　　　　　　　所属不明のアンモナイト
　　　loc. 20　黒瀬北方(loc. 16より500 m北西地点）（暗灰色泥岩）
　　　　　　　　Ｐ ａｒｖａｍｕｓｎｕｍｓｐ. Ａ
　　　loc. 5黒瀬西方(loc. 16より500 m西方, loc. 20より200 m南方）（暗灰色泥岩）
　　　　　　　　ＰαΓｖａｍｕｓｎｕｍ ｈｉｎａｇｅｎｓiｓTamura
　　　　　　　　Ｃｏｉｍｅtｏｄｏｎ tｏｍｏｃｈｉｅｎｓiｓTASHIRO (m. s., in Tashiro and ＹＡＭＡＭＯＴＯ）
　　　　　　　　ＭｅｓｏｓａｃｃｅＵａｄ . inｓｉｇｎｈ（ＹＡＢＥand ＮＡＧＡＯ）　　　パ
　loc. 5のＰ ａｒｖａｍｕ％％iｕｍｈｉｎａｇｅれｓｔｓは，熊本の日奈久層(Aptian)から記載された種であり，11）
Ｃｏsｍｅtｏｄｏｎ　tｏｍｏｃｈｉｅｎsisは，同じく熊本県の砥用層(Aptian)から産する12)また, loc. 5の
Ｍｅｓｏｓａｃｃぶａ緬吋即is及びloc. 20のＰ ａｒｏａｍｕｓｚiｕｍsp. は，日比原層中・上部の種と同じと思
われ，後者は砥用層からも産する．
　以上の事から，木層はAptian～Albianの範囲にあり，下位の介石山層との関係から推定すれ
ば，まだAptianと’みるべきであろう．したがって，木層は日比原層中部の泥岩勝ちの地層に対
比されると思われる．
　　Ｃ．黒原層相当層分布域
　本層から化石は出ていないか，下位の’“柚ノ木層相当層”と整合に重なり，泥岩勝ちの地層であ
り，その境界付近にある前記のloc. 14のアンモナイトが日比原層上部層のＤｅｓｍｏｃｅｒａｓ　に近い
ことから，おそらく日比原層上部層に相当するものと思われる．
1･12 高知大学学術研究報告　第30巻　　自然科学
　　　　　　　　　-一一
　２．宮ノ原地域
　本地域の白亜系は，高知県地質鉱産図(1960)によれば，北方（越知町北方）より黒原層・四ツ
白層・宮ノ原層及び領石層相当層と分布し，南側は，宮ノ原南方の大奈路付近で，三畳系・川内か
谷層群と断層関係で接するとされている．　　　　　卜
　　Ａ．領石層相当層分布域　　　　　　　　　　　　‥
　　　loc. 23　大奈路（泥岩）
　　　　　　　Ｍａｌｏｂｉａｈ ｗａｄａｉYehara
　本地点を含む地域は，従来川内ヶ谷層群となって;いるか，産出化石によれば，蔵法院層群であ
る.
　　　loc. 25　宮ノ原南方庄田（砂岩）
　　　　　　　Ｍｏｎｏti％（ＥｎtＯ７ｎｏｎｏtiｓ)sp. aff. M. (£.)ｏｃｈｏtｉｃａTeiller
　本地点を含む地域は，従来の地質図では領石層となっているが，三畳系（川内ヶ谷層群）である．
　　Ｂ，宮ノ原層分布域
　佐川町宮ノ原を中心に，７地点の化石産地(Iocs∧1・2・3・15・21・26・Ｂ）の標本か多量に
あるが，保存はいずれも良好とはいえない．
　含化石層は中～細粒の砂岩で，一般に風化が進み，ぽろぼろの状態である．これらの産地は，ほ
ぽ同層準にあると思われ，化石群集の差異も認められないので下記の通り一括してリストする.
　　　ISSｕｃｕla（Ｐｅｃtinｕｃｕla) sp.
　　　Ｐｏｒtｌａｎｄｉａ ｓｐ.
　　　Ｇりｃｙｍｅｒii（Ｈａ.ｎａ.ｉａ）ｈｏｆｅｆｅａｉｄｏｅｎｓｔｓ（ＹＡＢＥand. ＮＡＧＡＯ）
　　　Ｃｕｃｕｌｌａｅａ（Ｉｄｏｎｅａｒｃａ) ezoensis Matsumoto
　　　Ｐtｅｒｏtｒi･ｇｏｎｉａ（Ａｃａｎtholｒtｇｏｎｉａ）ｂｕｓtｕlo％ａ(Nagao)
　　　p. (P.)hｒｅｖicｕla（ＹＥＨＡＲＡ）　　　　　　　　　　　　　　，・
　　　p. (A.)mifｕｎｅｎｕｓ（ＴＡＭＵＲＡ and ＴＡＳＨＩＲＯ），
　　　p. (A.) n. sp.
　　　Ｍtｒｌｅａ sp.
　　　Ａｎｉｈｏｎｙａ ｃＩ.　mifｕｎｅｎ％i% Tamura　　　　　　＜　・　｀　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　Ｅｏれａでicｕla sp.
　　　Ｃｒａｓsａtelliies（Ｆａｃｈｙｉａｅｌｌａｓ）ｊａｂｏｎｉｃａ（ＮＡＧＡＯ）
　　　Ｇｏｉｈｏｒａｉａ ｃｒｅｎｔｔiattｉｓ（ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ）　　　　　　　　　.，
　　　Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａ ｉａｂｏｎtｃａAmano
　　　Goniomya sp.　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　　　“Ostrea” sp.
　　　Ｍｅｓｏｓｔｔｃｃｅｌｉａ‘!SP.　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　，
　　　Ｓｈａｒｂｅtｃｅｒａｓ sp.
　従来，宮ノ原層は，熊本県の御所浦層群の中部層に対比されていたn>
　Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａ ｉａｐｏｎｉｃａ，Ｐtｅｒolｒｉｇｏｎｉａ（Ａｃａｎtholｒｉｇｏれ伍）ｂｕｓtｕlo%ａ，Ｇｏｉｈｏｒａｉａ　ｃｒｅｎｕlatｕｓ，
Ｃｒａｓｓａtelliies（Ｐａｃｈｙｓａｅｌｌａｓ）ｊａｂｏｎｉｃａt＾どは，御所浦層群の種と共通するか，御所浦層群の中部
層に多い　j）Z。ｒ。trigonia CﾑＡｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）ｏｆｆａｗai，Ｎｉｂｐｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ　ｑｕａｄｌａtａ，（:みりmeris
11ろ
（Ｈａｎａｉ･α）ｓｏｌｉｄａなどはみられない. p. (A.)mifｕｎｅｒぷｓ，Glｙｃｙｍｅｒｈ（Ｈａｎａｉ･α）hokfeaidoe7iｓiｓ，
Ａｎtｈｏｎｙａ　mifｕｎｅｎｕｚ，Ｇｏｉｈｒａｉａ　ｃｒｅｎｕiaiｕｉなど，御船層群（熊本県）の下部層に共通する種も
ある．
　かって物部地域の永瀬ダムサイト付近から採集された化石（平田化石館所蔵）と，宮ノ原の化石
とは，共通するものがあり，例えばp. (A.)ｂｕｉtｖｌｏｉａ，Ｐｈｏｌａｄｏｍｙａ ｉａｂｏｎｉｃａ（Ｈｅtｅｒoiｒigonia
iimhoi;by ＨＩＲＡＴＡ６）），ＧｏｎｉｏＴｉｉ-ｙａｓｐ.（“Ｔｒｉｇｏｎｉａ”ｓｐ .61）などである．
　このダムサイトの化石産地は，現在コソクリート壁や落石防止用の金網の下になって化石を採集
することはできないが，位置的には，最近筆者らが再検討した永瀬層15）下部層に相当する16)
　永瀬層の下位には吹越層（従来荻野層相当層と考えられていた）が分布し，その時代はUpper
Albian-Lower Cenomahian と考えられる17)
　永瀬層の下部層からはLower Cenomanian を示すＭａｎtelliceｒａｓ ｓpp.が出ている．また中部
層はMiddle Cenomanian を示すアンモナイトや二枚貝群集か記録されている.1）
　以上の事実から，宮ノ原層の化石産地の層準は，御所浦層中部層(Upper-most Albian-lower
Lower　Cenomanian)や吹越層(Lower Cenomanian)よりも若く，御船層群下部層(Middle
Cenomanian)や永瀬層中部(Middle Cenomanian)よりも古いと思われるので，おそらく永瀬層
下部に対比され，その時代はupper Lower Cenomanian　と考えられる，この推定は頭足類化石
Ｓｈａｒｂｅｉｃｅｒａｉｓp.の産出とも矛盾はないと思われる．
　　Ｃ．宮ノ原層下部層分布域
　本層は，宮ノ原の含三角貝砂岩層の北側に分布する．両者の関係は整合であるとされている.
　　　!oc. 19　宮ノ原西北西約３００ ｍ
　　　　　　　　Ｉｎａｃｅｒａｍｕｉ（?)sp.
　　　　　　　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）Ｃ?.　ｏｇａ-ｗai（ＹＥＨＡＲＡ）
　本産地の三角貝は，熊本県の宮地層(Upper Albian)や御所浦層群中部層(Upper-most Albian-
lower Lower Cenomanian)に産するPterotri即?α（Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）ｏｚａｗaiに著しく似てい
るか，標本の保存が悪く，全く同種と同定する事は出来ない．
　南側の宮ノ原の含三角貝砂岩の地質時代から考えて，木下部層か整合関係で宮ノ原砂岩層より下
位にあるとすることに矛盾はないようである．
　　Ｄ．四ッ白層分布域
　本地域の四ッ白層は，宮ノ原層とは平行にその北側に越知町を中心に分布する．
　宮ノ原層との関係は整合とされているが，その地質時代は，前期白亜紀（上部物部川世）とする
説6）と後期白亜紀とする説4)5)がある.
　　　　loc.27　柴尾東方300 m　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　}＾ｕｃｕLa（Ｐｅｃｉｉｎｕｃｕl.ａ) sp.
　　　　　　　　ＭｅsｏsａｃｃｅｌＬａcf.insi･gnis(YABE and ＮＡＧＡＯ）
　　　　　　　　？αΓvamusst°umsp . Ａ.
　　　　　　　　p. sp, B.
　　　　　　　　Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓ,ｃ?.ａｎがｃｕsWoods
　　　　　　　　Ｍｉｒ£ｅ「sp.
　　　　　　　　Lower Cretaceous-type calicareous nanno fossils
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　　　loc. 12　柴尾東北東250 m
　　　　　　　　T＾ｕｃｕla（Ｐｅｄｉｎｕｃｕla)sp.
　　　　　　　　ＭｅsｏsａｃｃｅＵａcf. insignis (YABE and Nagao)
　　　　　　　　Ｐ ａｒｏａｍｕｓｓiｕｍsp. Ａ.
　　　　　　　　Miｒtｅａ sp.
　　　　　　　　所属不明のアンモナイト２種
　本地域より産するアンモナイトは，下部白亜系のもので，またイノセラ吟スはAlbianによく知
られている種である.
　Ｐａｒｖａｍｕｓｓiｕｍｓｐ｡ Ａ.は，物部地域の日比原層上部層(Albi如）や熊本県の砥用層(Aptian-
Albian)からでる種と同種である．　　　　　　　　　　／
　したがって，本層を上部白亜系とみることは出来ない:‘おそらく，日比原層の上部層に対比され
る可能性か強い･
　なお，宮地上の南方約300 mの川岸では，緩傾斜の地層の逆転していることが生痕化石の産状か
ら判断できるので，構造上からも広く再検討する必要がある．
　　Ｅ．黒原層分布域
　本層の北側はいわゆる“古生界”と断層関係で接し，甫側は四ッ白層と断層で接する.
　　　loc. 13　柴尾北北東600 m
　　　　　　　　]＞IibS＞ｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａ ｃｏｎｖｅｘａ　ＫOBAYASHI
　　　　　　　　N. aff. kikuchiana (YoKOYAMA)
　　　　　　　　Pterotr咄咄a (JPterotri即?α）pocillifoｒｍｈ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　これら三種の三角貝の組合せからなる砂岩層は，物部地域の日比原層下部層に特徴的なものであ
る．
　従来“下部物部川層”（筆者らの物部層）1）からもＰtｅｒｏtｒｔｇｏｎｉａ(s. s.)ｂｏｃｔlltｆｏＴＴＴｉｉｓは知られ
ているが，物部層では散点的にＮｅｉtｈｅａ，Ｎａｎｏｎａｗｓ，Ａｓtａｒtｅ，Ｇｅｌｖiella　などの二枚貝と伴っ
て出る事が多く，またＮｉｂｂｏｎｉtｒｉｇｏｎｉａと密集する場合はl＾ibponitｒｉｇｏｎｉａ ｓａｆｅａｍｏtｏｅｎｓiｓ（＝Ｎ。
れａｕｍａｎｎｉ）との組合せを示す（ただし，領石地域の左右山の含三角貝砂岩は，従来物部川層群下
部層として報告されているが，この砂岩層に含まれる三角貝や他の二枚貝化石は日比原層下部層の
ものと共通する．かつての平田（1974）6）らの報告による左右山産の標本か，同地産のものである
かどうかは現在のところ極めて疑わしい）．
　以上のことから，黒原層はおそらく日比原層下部層(Lower Aptian)に対比されるようである．
　４．四ツ白地域
　高知県地質鉱産図（第１図の付図参照）によれば，四ツ白部落を中心に北より四ツ白層・宮ノ原
層下部層・宮ノ原層上部層と整合に重なって･いる．
Ａ。四ッ白層分布域
　Ioc. 8文城東方750 m
　　　　　MeｓｏｓａｃｃｅｌＺａCf. I･,25槍石s (YABE and ＮＡＧＡＯ）
　Ioc. 9　文城西方250 m
　　　　　P ａｒｕａｍｕｓｎｕｍ sp. Ａ.
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　　　　　　　　Z:^esmoceΓαs（?) sp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　loc. 10　山本南東500 m
　　　　　　　　Miｒtｅａ　ｓｒ
　いずれも，時代決定に有効な種は出ていないが，暗灰色泥岩に富むことや，Ｐ ａｒｕａｍｕssiｕｍ.・
ISAeｓｏｓａｃｃｅｌｌａの産出から，宮ノ原地域の四ツ白層の東方延長部であることは間違いないようであ
る．また，アムシウムやアンモナイトはloc. 12と共通種と思われる．
　いずれにしても，上部白亜系とするのは無理で，物部地域の日比原層の上部層に近いものと思わ
れる．・
　　　Ｂ．宮ノ原層下部層分布域
　loc. 7とloc. 8があげられるが，両産地の化石は殆んど共通するので，下記に一括してリスト
する.
　　　　ＴｒｉｇｏｎｏａｒｃａｏｂｌtｑｕａtａAmano
　　　　Ｅｏｎａｕicｕla　ｂｒｏｌａｉａ（ＡＭＡＮＯ）
　　　　Ｍｏｄｉ･olｕｓｆａｌｃａtｕｓAmano
　　　　Ｇｅｒｖillaｒｉａｄ . haｒａｄａｅ（ＹＯＫＯＹＡＭＡ）
　　　　Ｐｌｉｃａはlasp.
　　　　Ｐ.iれれａ　Ｓp.cf. p.ｒobiれａｌｄｉｎａd'Orbighy
　　　　Ｎｅｉtｈｅａ（Ｎｅｔtｈｅａ）ａｍａれＯｌHayami
　　　　Ｉｓｏ　ｇｎｏｍｏｎｓｐ.
　　　　Nemodoれsp.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛
　　　　Pterotrなり?α（Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）ｍθΓiana (YEHARA)
　　　　Ｐ．（Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎtａ?)sp.
　　　　Ｃｒａｓｉａtellitｅｓ（･Ｐａｃｈｙｓａｅｌｌａｉ)sp. Cf. C. (P.) ka･ｇａｈａｒｅｎｓiｓYOKOYAMA
　　　　Ｆsｅｕｄｏｃａｒｄｉａsｐ.
　　　　Ｋｒibhｙla（Miｙａｋｏｅｌｌａ)sp. cf. E. CM.^ miyakoensis (NAGAO)
　　　　Ｌａｅ･ｖｉｃａｒdiｕｍｃｏｒｂｕｌｅｎtｕｍ（ＡＭＡＮＯ）
　　　　Scittila sp. ci. Ｓ.　ｊａｂｏｎｉｃａHayami
　　　　Ｆａｎｏｐｅａ（Ｍ＾ｏｂｓiｓ)sp.
　　　　Ｃｈｅｒｏｎｉｃｅｒａｓ（?）Sp.
　　　　ammonite gen. et sp. indet.
　loc. 7 ・loc. 8はともに，新鮮な岩石は明灰色を示し，風化すると赤茶けて，サラサラに周囲か
らくずれる特徴のある中粒砂岩である．
　この特徴ある砂岩は，物部地域でぱ荻野層”に極めて類似している．また産出化石も，全て荻
野層及びその相当層（物部村大栃付近の荻野相当層：吹越層は除く）と共通する．
　この荻野層から産する二枚貝は，本邦の白亜系では特異な存在で，高知県のこの荻野層以外には
殆んど知られていない．
　下部白亜系の領石層・物部層・日比原層のファウナは，西南日本の下部白亜系ではい九州をはじ
め紀州・山中と広く分布しているが，なぜこの荻野層のファウナが，他地域にみられないのか不思
議である・
　荻野層の複式地や高知北方から産するアンモナイトによれば，地質時代はアプチアン下部と推定
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される（松本達郎・小畠郁生両博士の私信による）･
　一方，同アプチアン下部と推定される物部地域の日比原層下部は，広く高知県全域（高知市北方
を除く）に認められ，その延長は徳島県勝浦地方にもある．また最近，千葉の銚子からも類似した
ファウナが報告されている.8”｀
　両者のファウナを比較すれば，属の段階では共通ずるものか殆どであるが，種はいずれも同種と
みるには困難なものばかりである．
　この違いを説明する一説として，木村敏雄18七よる堆積環境の違いがある．しかしながら，比較
的近接した両層間のこのファウナの違いは，それのみで説明するのは無理で，その間には，いくら
かの地質時代の隔たりがあったか，あるいは両者はそれぞれかなり離れた地理的位置にあったと考
えるのが妥当ではあるまいか．
　これまでの地質図では，四ツ白層の上位にこの佐川の“荻野層トが重なることになり, Aptian-
Albianと考えられる四ツ白層か下位にくる事になるので，両者の関係を整合とみることは不自然
である．また，本層を宮ノ原下部層とする事は明らかに無理である．
　　　　　　　　　　　　IV.まとめと，文城層（新称）の提唱について
　従来使用されてきた地層名に対して，以上述べた各産地の産出化石から推定される地質時代は．
下記のカッコ内に示しだように整理できる．
　従って，以上の事実に基づき，白亜系を中心とした佐川・越知地域地質図は第１図のようにまと
めることができる（第１表参照）．また,佐川・越知地域と物部地域の白亜系の対比を第１表に示す．
　卜加茂地域
　　介石山層（アプチアン下部）
　　柚ノ木層相当層（アプチアン～アルビアン）
　　黒原層相当層（アルビアソ）
　従来，領石相当層と考えられていた介石山層は，日比原層下部に対比される．
　柚ノ木層は，バレミアンであることが最近報告されているl）ので，柚ノ木層相当層とすることは
出来ない．従って，岩相も類似し，化石も共通する四ツ白層に対比すべきであり，日比原層上部層
に相当する．
　黒原相当層は，さらに上位にあるので，模式地の黒原層とは対比できない;おそらく四ツ白層の
上部に対比される,．
　２．　宮ノ原地域
　　宮ノ原層（上部層）　　　　　　　　　　‘1
　本層は，従来，御所浦層に対比されていたか，二枚貝化石から推定すれば，セノマニアン下部の
上部のせまい範囲を示していて，物部地域の永瀬層下部層に対比できる．
　　宮ノ原層（下部層）
　ＰなりZｒz‘即?α（Ａｃａｎthotｒｉｇｏｎｉａ）ｏｇａｘiiai（ＹＥＨＡＲＡ）類似の三角貝が出るので，アルビアン上
部～セノマニアン下部の範囲にあると思われる．
　　四ツ白層
　産出するアンモナイト・二枚貝はトいずれも上部白亜系を示すものはない．最上部付近に出るイ
ノセラムスは，アルビアンを示しているので，日比原層上部層に対比することか出来るであろう．
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第１表　佐川・越知地域と物部地域の白亜系の対比表
FUKUCHI
　　1941
HIRATA
　　1974
YAMASHITA
　　　1961
This paper
　Monobe Area
TASHIRO. KATTO.el al.
　　1980・1981
Ｊ
ｊ
｜
○
K 4 a MIYANOHA-
RA
MIYANOHARA NAGASE Cenomanian
YOTSUSHIRO
MIYANO-
HARA
Ｕ
Ｌ FUKIGOSHI
ぴつコ
｜
‰4Q
｜
ｊ
K 3 b
KUROHARA
Albian
UPPER
MONOBE-
GAWA
○
HIBWARA
几 Ｕ
K 3 a Aptian
ﾌﾞ
ｸ
.
KAISEKIYAMA
HAGI-
NO
LOWER
MONOBE
GAWA
FUNA-
DANI
｜ Ｋ　２ "YUNOKI"
Barremian
¶
YUNOKI
MONOBE
Hauteribian
RYOSEKI
』Ｊ Ｋ　Ｉ
RYOSEKI 　KAISEKIYA-
ＭＡ･RYOSEKI
　　黒　原　層　　　　　　　　　　　　　　　　，
　産出化石は，日比原層下部層と共通するので，アプヂナン下部Iと考えられる．従って，一部は介
石山層に対比される．　　　　　　　　　　　　，
　以上の諸事実から，宮ノ原地域の白亜系は，北より･アプチアン下部（黒原層）・アプチアン～ア
ルビアン（四ツ白層）・アルビアソ上部～セノマニアｙ下部の下部（宮ノ原下部層），セノマニア
ン下部の上部（宮ノ原上部層）,と重なることになり，各層間1と殆ど時代的なギャップはないように
配列している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽
５．四ッ白地域
　四ッ白層
産出化石や岩相は，日比原層上部に類似するので，デプチアン上部～アルビアソと考えられる．
　宮ノ原層
産出貝化石ファウナは明らかに荻野層と共通するので，本地域の同地層名は不適当である．
従って，本地域の文城の地名をとって，新地層名の文城層を下記の通り提唱する．
　　　　　　　　　文　　城　　層(Bun jo Formation):新称
Ｃ119
　木層は，高知県地質鉱産図(1960)の四ツ白地域における宮ノ原層（山下のGi ・G2）に相当し，
本層の上・下位は四ツ白層と断層関係で接する．
　木層は，下部層（旧，四ツ白地域の宮ノ原層下部層）と上部層（旧，四ツ白地域の宮ノ原層上部
層）に二分される．
　下部層：荻野層と共通する二枚貝ファウナで特徴づけられる．岩相は泥岩優勢な砂岩と泥岩の大
まかな互層である．
　上部層：泥岩を主とする砂岩・泥岩互層である．まだ化石の産出は知られていないか，おそらく
日比原層の中～上部に対比されるので，四ツ白層の一部とみるべきかも知れないか，この点につい，
ては化石の催出をまって論じたい･
　以上のように，白亜系は従来考えられていたような単純な向斜構造ではなく，第１図の地質図に
示すように強い走向性の断層か発達し，時代差の著しい地層か同地質図に示す以上に複雑に分布し
ているようであり，その間にはほぽ東西方向の大規模な横ずれ断層の存在も予測され，また既述の
ように生痕化石の産状から逆転した緩傾斜の地層のところも判明している･
　本地域の地質の詳細および構造については，さらに調査を進めた上で論じたい．
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